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研究成果の概要（和文）：要約技術の開発に必要となる大規模要約データを自動構築する技術、またそれを効果
的に利用する技術を開発した。また、入力文書に対し、文分割、文圧縮、文融合などの演算を施した上で要約を
生成する技術、およびウェブページの推薦システムにおいて、ユーザにカスタマイズしたスニペットを生成する
技術を開発した。また、野球のイニング速報を自動的に生成する技術を開発した。さらに、ニューラルネットワ
ークに基づく文要約手法において、出力長を制御する技術を開発した。また、日本語の文圧縮のための大量のデ
ータを自動的に抽出する手法を開発し、実際にこの手法を用いて大規模データを構築し、文圧縮モデルの学習を
行った。

研究成果の概要（英文）：We developed a method for automatically creating a large-scale training 
dataset for text summarization as well as a technique to make use of the dataset. We also developed 
a method for incorporating sentence division, sentence merge, and sentence compression as components
 for single-document text summarization. We also developed a method for generating personalized 
snippets. We also developed a method for creating inning summaries for baseball matches. In the 
field of neural network-based summarization, we developed a method for controlling the output length
 for sequence-to-sequence summarization model, and a method for automatically creating a large-scale
 dataset for Japanese sentence compression.

研究分野： 自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 
電子化テキストの増加を背景にして，自動文
書要約の重要性が叫ばれて久しいが，世の中
で必要とされているレベルの要約技術の開
発には成功していない． 
 自然言語処理分野における要約研究に大
きな影響を与えているのは，アメリカ合衆国
の NIST が 主 催 し て い る Document 
Understanding Conference (DUC)及びその
後継の Text Analysis Conference (TAC)であ
る．DUC/TAC は，文書要約の実験データを
用意し，いわゆる共通課題形式で世界中の研
究チームに要約精度を競わせた．単文書要約
課題は 2001,2002 年のみ実施され，それ以降
は複数文書要約課題，クエリ指向型要約課題，
update 要約や guided 要約など次々と新たな
要約課題を始めた．しかし，これらの課題に
対して，十分に有効な手法が開発されてきた
わけではなく，基本的な単文書要約課題でも，
先頭の数文を選ぶだけのリード手法という
ベースラインとほとんど同等な性能しか実
現できていない．複数文書要約課題において
も，表層的な情報だけを用いての抽出的要約
生成では，これ以上の大幅な性能向上は望め
ない状況にある． 
 一方，文書のような構造的出力が可能であ
る機械学習手法が発展してきている．機械翻
訳のような言語生成を必要とする研究課題
においても，大規模なデータから翻訳知識を
抽出し機械学習の枠組みに乗せることで成
果が上がっている．また，計算機の能力も向
上してきており，従来では活用しきれなかっ
た量のデータをうまく活用できるようにな
ってきている． 
 このような状況にも関わらず，文書要約で
は，表層的な手がかりのみに依存し機械学習
手法を活かすことができていない．その主な
原因は要約データ(元文書と要約文書のペア)
の不足である．DUC などの共通要約課題で
の元文書(集合)と要約文書のペア数はせいぜ
い 50 程度である．このデータは学習用とい
うより評価用であり，このサイズでは要約文
書を生成するための詳細な仕組みの学習は
非常に困難である．例えば，DUC2004 の要
約文書中の文数は約 4,000 であるのに対し，
機械翻訳データである Hansard コーパス中
の文ペア数は約 130 万であることからも，デ
ータ不足の深刻さが覗える．また，データ不
足が原因となり，要約生成という特殊な問題
に利用できる機械学習手法は発展していな
い．既存研究の中にも，各文を要約に入れる
か否かの二値分類問題と捉えたり，構造学習
の枠組みで文集合を選択する問題と捉えた
りして機械学習を導入した研究はあるが，元
文書中の各文の重要度を，元文書中でのその
文の位置や，その文に含まれる単語の文書全

体での頻度を考慮することにより学習する
といった試みであり，要約生成の際に各表現
がどのように書き換えられるかなどについ
ては学習できていない． 
 しかし，ここ数年でウェブコンテンツがま
すます充実してきており，大規模な要約デー
タを構築するための基盤が整ってきた．最も
特筆すべきは，一部の新聞記事に人手で要約
を付けて配布するサービスが多く出てきて
いることである．また，Wikipedia のデータ
も大きくなってきており，そこからも要約デ
ータを抽出できる可能性がある．また，新聞
記事データ中にも要約技術の開発につなが
るデータが含まれていることを我々は見出
し，大規模要約データに基づく非抽出的要約
の要素技術を開発し始めている． 
 
２．研究の目的 
本研究課題では，大量の要約データ(元文書-
要約文書ペア)に基づく機械学習手法を用い
た，抽出的および非抽出的文書要約手法を開
発する．そのため，まずは大規模な要約デー
タを構築し，アラインメント技術を開発する
ことで要約研究へ利用できる形にする．その
大規模要約データに基づいて機械学習手法
を用いて，同じ話題について述べている部分
を集めた上で，単語の削除や言い換えを行う
ことで，より柔軟性が高く圧縮率の高い要約
生成を実現する．さらに，複数文書要約へ適
用できるように開発手法への拡張を行う．開
発した手法は，文書要約ツールという形で，
一般に公開する予定である． 
 
３．研究の方法 
大量の要約データの入手が重要であるので，
３つのルートを用意して確実に準備する．そ
の上で，以下の技術の開発を行う：要約デー
タのアラインメント技術，文書の分割技術，
元文書と要約文書及びそれらを横断した共
参照解析技術，話題語を中心とした文圧縮と
文書要約の技術，元文書にない表現の生成を
取り入れたより柔軟な非抽出的要約生成の
技術，文書全体の話題語の記述を集めて要約
することによるより圧縮率の高い要約生成
の技術，複数文書要約への適応方法を探る． 

４．研究成果 
・New York Times Annotated Corpus は、要約
付きの約 65 万の記事を含む。しかし、この
要約には様々な種類があり、要約器の学習デ
ータとしては適切でない。そこで、ここから
学習データとして使用可能なデータを抽出
することで要約データを構築した。これによ
り、約 15 万の元文書-要約文書ペアを獲得で
きた。またこれらからさらに抽出型の要約ア
プローチで作成可能な要約文書を取り出す
ことで，約 1 万の元文書-抽出型要約文書ペア
を獲得した。さらに、要約モデルの学習に適
切な学習事例を選択する方法、またドメイン



アダプテーションの手法により大量のデー
タで学習した要約モデルを、ターゲットと
なるドメインにチューニングする方法を開
発した。この手法を用いて、実際に文書要約
モデルを学習し、高い精度で要約を生成す
ることに成功した。 
・単一文書要約のために必要となる、文に対
する様々な編集操作を開発した。特に、文を
分割する方法、複数の文を融合する方法を開
発し、それらを文書要約手法に組み込んだ。
より具体的には、分割すべき文を選択した
うえで分割し、さらに融合すべき文を選択
したうえで融合し、続けてそれらの出力と
元々の文から不要な単語を削除することで
文を圧縮した。こうすることで多くの候補
文を生成し、これらの候補文の中から適切
なものを選んで整列させることで要約を生
成する手法になっている。最終段階の生成
では、最大被覆要約モデルを用いる。これ
により、要約における各文の長さを適切に
制御することができるようになった。 
・野球の打者成績を簡潔に文書で伝えるため
に、打者成績からイニング速報を自動生成
する手法を開発した。打者成績は、すべて
のイベントがイニング速報として記述され
るわけでなく、重要なイベントが選ばれて
記述される。また、複数のイベントがまと
められて一つの文で記述されることもあ
る。このような性質を持つ要約生成問題で
あり、これを条件付き確率場によりモデル化
した。これは、日本語の形態素解析で使われ
ている技術を要約生成に応用したものであ
る。 
・製品レビューを対象とした単一文書要約に
おいて、どのような箇所が重要であるかを
自動的に推定する方法を開発した。推定に
は、文を重要度にしたがってランキングす
るランク学習を用いている。 
・ニューラルネットワークに基づく文要約手
法において、出力長を制御する手法を開発
した。これにより、入力文の内容を保ちつ
つ、自然な文を出力できるようになった。こ
の技術のプログラムは、インターネット上
で一般公開している。 
・日本語の文圧縮のための大量のデータを自
動的に抽出する手法を開発し、実際にこの手
法を用いて大規模データを構築し、文圧縮
モデルの学習を行った。 
・ウェブページの推薦システムにおいて、ユ
ーザにカスタマイズしたスニペットを生成
する手法を開発し、実際にこの手法が生成
したスニペットが、ウェブページの要約と
して有用であることを示した。 
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